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使用説明書 ご使用前に必ずお読みください。 


田 


鸣 I FUJIFILM 


富±写真フイルム株式会社 


•本製品についてのお問い合わせは… 

富±フイルム化幌営業所 
富±フイルム仙台営業所 
富±フイルムま京販売部 
富±フイルム名古屋営業戸斤 
富±フイルム大阪支社 
富±フイルム広島営業所 
富±フイルム福岡営業戸斤 
参修理の受付は… 

化幌：富±フイルムサービスステーシミ 
仙台：富±フイルムサービスステーシミ 
まを：富±フイルムサービスステーシミ 
富±フォトサロン-ま京 
新潟：富±フイルムサービスステーシミ 
金ミ尺：富±フイルムサービスステーシミ 
静岡：富±フイルムサービスステーシミ 
名古屋：富±フイルムサービスステーシミ 
大阪：富±フイルムサービスステーシミ 
富±フォトサロン-大阪 
高松：富±フイルムサービスステーシミ 
広島：富±フイルムサービスステーシミ 
福岡：富±フイルムサービスステーシミ 
鹿児島：富±フイルムサービスステーシミ 


-ビル 


干 060-0002 化幌ホ中央区化2を西 4-2 化幌=井ビル別館 
干 980-0811 仙台ホ青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タヮ- 
干 106-8620 まを都港区西麻ホ 2-26-30 
干 460-0008 名古屋ホ中区栄 2-10-1 9名古屋商工会議巧ビル 
干541 -0051 大阪ホ中央区備後町 3-5-11 

干 732-081 6広島ホ南区比治山本町 16-35 広島産業文化センター 
干81 2-001 8福岡ホ博多区住吉 3-1-1 


-ビル 


TEL (011 )218-5575 
TEL (022) 21 6-6960 
TEL (03) 3406-2387 
TEL (052) 203-5262 
TEL (06) 6205-6421 
TEL (082) 250-0755 
TEL (092) 281 -0255 

TEL (01 1 ) 222-%73 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 3436-1 315 
TEL (03) 3571 -9411 
TEL (025) 223-7731 
TEL (076) 263-3466 
TEL (054) 255-2465 
TEL (052) 202-1 851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (06) 6346-0222 
TEL (087) 834-8355 
TEL (082) 256-351 1 
TEL (092) 281 -4863 
TEL (099) 226-251 5 

※止曜、日曜、祝日、年末年始は休業させていただきます。その化夏期等休業させていただく場合があります。 

♦ま京：富±フイルムサービスステーシヨンは、通常の±曜日瓶日、年末年始、夏期侃段た W ) は営業しております。ただし、受け渡し業務のみとなります。 
♦富±フォトサロン•ま京、大阪は受け渡し業務のみです。 

参富±フイルム製品のお問い合わせは… 

お客様コミュニケーシヨンセンター(月曜日〜金曜日午前9 : 30〜午後5 : 00) TEL (03) 3406-2981 
富±フイルムホームぺージ http :// www . fujifilm . co . jp/silvi 

Printed in China 


干 060-0002 化幌ホ中央区化2を西 4-2 化幌=井ビル別館 
干 980-0811 仙台ホ青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生をタワ- 
干 105-0022 まを都港区あ岸 1-9-1 5竹芝ビル 
干 104-0061 まを都中央区銀座 5-1 銀座ファイブ 
干951 -8067 新潟ホ本町通7番町1153本町通ビル 
T 920-0864 金ボホ局岡町 1-39 住友生を金ボ局岡町ヒル 
干 420-0859 静岡巿栄町 1-5 殖産ビル 
干 460-0008 名古屋ホ中区栄 1-12-19 
干541 -0051 大阪ホ中央区備後町 3-2-8 大阪長をビル 
干 530-0001 大阪ホ化区梅田 1-9-20 大阪マルビル 
干 760-001 5高松ホ紫雲町 3-1 き西第2マンション 
干 732-081 6広島巿南区比治山本町 16-35 広島産業文化センター 
干81 2-001 8福岡ホ博多区住吉 3-1-1 
干 892-0838 鹿児島巿新屋敷町16公社ビル 


FGS -10 3105 -( EK )-02 


^ミ全にご使用いただくために 

• この製品および付属品は、写真撮影外の目的に使用しないでください。 

♦製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
♦この説明書はお読みになった後で、いつでち見られるところにお、ず保管してください。 


A 警告 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死 t 
または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示していま 
す。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害 
を負ラ可能性び想定される内容、および物的損害のみの 
発生び想定される内容を示しています。 


A 警告 


の絶対に分解しないでください。感電の恐れびあります。 

^ 落下などにより内部び露出したとさは、絶対に触れないでください。高圧回路びあり感電する恐れびあります。 

A カメラ（電池）び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたとさは、ただちに電池を取り出してくださ 
し、。発乂ややけどの恐れびあります（電池を取り出す際、やけどには十分ごを意ください)。 

Q フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響することびあります。特に乳幼児 
を撮影するとさは気をつけてください。 

^カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったときは、ただちに電池を取り出してくだ 
さい。発熱-発乂の恐れびあります。 

A 引乂性の高いガスび充満している場所や、 ガソリン、 ベンジン、シンナーなどの近くでカメラを使用しないでく 
ださい。爆発や発乂-やけどの恐れびあります。 

A カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってストラップを首に巻さ付けると、窒 
息する恐れびあります。 

/ k 電池の分解、加熱、乂中への投入、充電、ショートは絶対にしないでください。破裂の恐れびあります。 

A 指定!;(外の電池を使わないでください。発熱•発乂の恐れびあります。 

A 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飲み込む恐れびあります。万一飲み込 
んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。 


A 注意 

^カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因となることびあります。 

A 自転車や自動車•列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。交通事故な 
どの原因となることびあります。 

A 電池の©©を誤って装てんしないよラにごを意ください。電池の破裂、液ちれにより、発乂、けびや周囲を巧 
損する原因となることびあります。 


カメラの特長 


取扱上のお願い 


このたびは、齊社製品をお買い上げいたださありがとうございます。 
この説明書の内容をよくご理解の上、正しくご使用ください。 

■3 已 mm コンパクトカメラ 

•簡単才ートフオーカス2倍ズーム (35 mm 〜70 mm ) 

•暗いところでも安むの低輝度自動発光フラッシュ 
•多彩な撮影モード 
•セルフタイマー機能付さ 


同捆品 

この製品には、カメラ本体ながにじ ( 
下の付属品が同個されています。箱 
を開けたときにご確認ください。 

□ リチウム電池 CR 123 A 1 本 
□ソフトケース□ストラップ 
□ 使用説明書 □ 保証書 


主な仕様 


使用フイルム 
画面サイズ 
レンズ 
ファインダー 
距離調節 


シャッター 
露光調節 


フィルム感度 
フィルム装てん 
フィルム給送 
フラッシュ 
撮影モード 

セルフタイ 7— 
液晶表 
電 源 

その他 
大ささ.重さ 


] 3已 （3 己 mm ) □-ルフィルム （ DX マーク付き） 

24 mmx 36 mm 

フジノンレンズ己群已枚 f =3 已 mm 〜 70 mm 1: 5.2-1 : 9.8 

実像式ズームファインダー 0.3 已倍〜0.70倍 AF フレーム近距離補正マーク AF ランプフラッシュランプ 
アクティブオートフォーカス 0.8 m 〜〇〇 AF □ック付き 
遠景モード（レンズ遠距離セット、フラッシュ発光停止） 

AF ランプ(点打：撮影距離 OK 、 点滅：撮影範囲外警告） 

プ□グラム式電テシャッター ( 1/3秒〜1/300秒） 

自動調節 

連動範囲 （ IS 0100) W : EV 10 (* 日）〜1日 

T : EV 11.9 (* 日）〜] 6 (* はフラッシュ発光停止時） 

自動設定 （ DX 方式による）侶0已〇〜3200 
イージー□ーティンク方■式 

電動式自動巻さ上げ自動巻さ戻し途中巻さ戻し可能（途中巻さ戻しボタンによる） 

低輝度自動発光フラッシュ充電時間：約日秒 

低輝度自動発光モード/強制発光モード/発光停止モード/夜景ポートレート（ス□ーシンク □) モード/ 

遠景モード/逆光補正モード （+1 .己 EV )/ 夜景モード赤目軽減モードあり 
電子式作動時間：約10秒途中解除可能セルフタイマーランプ付さ 

フィルムカウンターフィルムマーク撮影モード赤目軽減モードセルフタイマーモード電池容量警告 
U チウム電池 CFM 23 A ] 本 
デート機能 S 脚ねじ穴付さ 

122.0 mm X 67.0 mm X 44.0 mm (突起部除く） 22已吕（電池別） 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 


C€ 

このマークは、安全性、衛生、環境及び消費ち保護に関する EU (欧州 


■この使用説明書の表記について 

連合）の要求事項を、製品び満足していることを証明するちのです。 


■:参考になる情報などの記載 

( CE とはヨー□ッ/く認定に onformi 抬 Europeenne ) の略） 


ホ：注意などの記載 


1. カメラは精密機器ですから、水にめらしたり、落とし 
たりしてショックを与えないでください。 

① 海辺やル雨の中などで使用するとさは、水び掛から 
ないよラにごミち意ください。また、砂の掛かりやす 
いところには置かないでください。 

② カメラケースに入っていても、落としたり、固いも 
のにぶつけると故障の原因になります。また、振動 
び加わるところ（自動車のトランクなど）に放置し 
ないで < ださい。 

2. このカメラはマイク□コンピューターによって制御さ 
れているため、ごくまれにカメラび誤作動する場合び 
あります。このよラなとさは、電池をいったん取り出 
し、再度入れ直してください。 

3 .長時間お使いにならないとさは、高温-多湿-有害ガ 
ス（タンスの中のナフタリン、しようのう他）•ホコ 
U などの影響の少ない、風通しの良いところに保管し 
て < ださい。 

4.閉め切った自動車の中などに長時間放置しないでくだ 
さい。 

己.飛行機をご利用の際、未現像のフィルムやフィルムの 


アフターサービスについて> 

お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理さ 
せていたださます。ご購入店または富±フイルムヴービ 
スステーションに直接お申し出ください。それがの 責 
は、ご容赦いたださます。なお、保証、使い方などのご 
不明の点につさましてち、裏面記載のお近くの鱗社営業 
所やサービスステーションをご利用ください。 

参化料修理 

故障した製品についてはご購入年月、販売店名の記入され 
た、ご購入曰より]年け内の保証書び添付されている場合 
には、保証書に記載されている内容の範囲内で、無料修理 
させていたださます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品保証規定をご覧 
<ださい。 

•有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保 
証期間内であってわ、下記のような場合はすべて有料とな 
ります。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担願います。 

1. 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないちの。 

2. 保証書にご購入年月、販売店名び記入されていない場合、 
または記載事項び訂正された場合。 


入ったカメラは機内持ち込みにされることをおすすめ 
します。預け入れ荷物に入れた場合、 X 線検査でカブ 
U などの影響び出る場合びあります。 

6. レンズ、 AF 窓、ファインダーなどび巧れたら、ブ□アー 
ブラシでホコ U を仏い、 柔らかい巧で軽くふさとって 
ください。それでも取れないとさは、富±フイルムの 
レンズク U —ニングペーパーにレンズク U —ニング U 
キッドを少量つけて、軽くふいてください。アルコー 
ル、ベンジンなどの有機溶剤は使わないでください。 

7. フィルム室にホコ U びあると、フィルムを傷つけるこ 
とびあります。ブ□アーブラシで仏って清掃してくだ 
さい。 

8. フィルムの装てん-取り出しは、直射日光を避けて行っ 
て < ださい。 

9. このカメラの使用温度範囲は一10む〜+40でです。 

10 .寒冷地では電池の性能び低下しますので、衣服の内側 

に入れるなどして、温めてからご使用ください。なお 
一時的に性能の低下した電池は、常温に戻れば性能び 
回復します。 


3. 富±フイルムサービスステーシヨン外で分解、修理さ 
れたちの。 

4. 火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

已.お取扱上の不を意（使用説明書 iU 外の誤操作、落下、衝 
撃、水掛かり、砂•ミ尼の付着、カメラ内部への水-砂- 
ミ尼の入り込みなど）、保管上の不備（高温多湿やナフタ 
リン、しよラのラの入った場所での保管）、お手入れの 
不備（かび発生など）により生じた故障。 

6. 前記しソ外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生 
じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼された 
わの。 

•修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、故障前の 

性能に復元でさないと思われるわの、および部品の手当び 

困難なわのなどは修理でさない場合わありますので、お近 

くの富±フイルムサービスステーションにお問い合わせく 

ださい。 


電源を入れ、液晶表示部で電池容 
量をチェックします。 

〇電池の容量は日 K です。 

©電池の容量が不足しています。 

新しい電池を準備してください。 
©電池容量がな<なったため、シャッ 
ターは切れません。新しい電池と 
交換してください。 


* U チウム電池では約480コマ撮影でさま 
す（当社試験条件による）。 

* 旅行やたくさん写真を撮られるとさは、 
万一の場合に備えて予備の電池をご用意 
ください。特に海外では地域によっては 
電池の入手び困難な場合びあります。 


* 撮影前には必ず電池容量をチェックしてください。 

* 電池の交換は撮影途中のフイルムび入っていてち巧能です。 

* 新しいフイルムを入れた直後に電池交換すると、カメラびフイルムを認識しない場合びあ 
りますので、一度裏ぶたを開け再度閉める操作を行ってください。 


田 


ート（年月日/時分)の合わせ方 


r 年月日を合わせる 1 

AUTO DATE 


I 時分を合わせる I 

AUTO DATE 
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■使用する電池 

★リチウム電池フジフイルム 
リチウム CR 123 A 1本 

撮影前には必ず電池容量をチェック 
してください。 

* 電池を交換した場合には必ずデートを合 
わせて < ださい。 



0 表示なし 

@ L — I :点口 

0 * < —r :点滅 



フイルムを入れて裏ぶたを開 
めたび、び点滅している。 


>フイルムの先端を FILM TIP マーク 
まで引さ出し、正しく装てんしま 
したか。 


フイルムを入れて裏ぶたを開 
めたび、フイルムカウンター 
び"日"から進まない。 

• フイルムを入れた直後に電池を入 
れませんでしたか。 

•そのままシャッターを切った場合は撮影 
でさません。一度裏ぶたを開け再度閉め 
る操作を行ってください。 

途中でフイルムび巻さ戻され 
てしまつた。 

•撮影中に Q とボタンを押しませんで 
したか。 

•フイルムび入っているときは、か!ボタン 
を押さないよラにごミち意ください。 


•裏ぶたを開け、フィルムの状態を確認します。 

’撮影済みのフィルムび入っている場合に 
は、フィルムを取り出し、未使用のフィ 
ルムを正しく装てんしてください。 

• フィルムの先端び FILM TIP マークまで送 
られていない場合には、フィルムの先端を 
FILM TIP マークまで引さ出し、正しく装 
てんして < ださい。 


■プリントがこのよ5なとさは‘ 


•修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、已年を目安に保有しております 

ので、この期間中は原則として修巧をお引さ受けいたしま 

す。 

なお、部品保有期間終了後でわ修理でさる場合わあります 

ので、詳し<はご購入店かお近くの富±フイルムサービス 

ステーションにお問い合わせください。 

• 修理ご依頼に際してのごま意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保 
証書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーションで、ご指 
定の修理箇所、故障内容を詳しくご説明ください。故障 
の状態によっては、事故となったフィルムなどを添えて 
くださると修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点検をは 
じめ品質、性能上必要と思われるすべての箇所を修理し 
ますので、料金び高くなることびあります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは「0000円!;！ 
上は連絡してほしい」と金額をご指定ください。ご指定 
のないときは6,000円 iU 内の料金で修理完了する場合 


は修巧をすすめさせていたださます。 

日.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避ける 
ため、修理品から取りがしてお手わとに保管してくださ 
い。 

日.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の夕が有 
などに入れてしっかり包装し、必ず書留小包でお送りく 
ださい。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重な調整 
検査を行いますので、普通修理品の場合は富±フイルム 
サービスステーションで、お預かりしてから通常7〜 
]0曰位をご予定ください。 

•海外旅行中の故障 

海外旅行中に故障した場合は、海外各地の富±フイルム海 

外支店または各国の富±フイルム代理店をご利用<ださい。 

富±フイルム海外支店、代理店の所在地一覧表はお近<の 

富±フイルムサービスステーションにおたずねください。 

なお、ミ毎外での修理は対応でさない場合びありますので、 

あらかじめご了承ください。 


I 年月日を合わせる I 
OMODE ボタンを巧し、 "M" と"年 
月日"を表示します。 

©SELECT ボタンを巧します。 

陪"年"が点滅し、年月日修正モードにな 
ります。 

* "M" の下の数字び"月"表示です。 


■設定範囲 

年： '94 〜' 19(1 994年〜2日19年） 
月：！〜12 曰：1〜31 

時： 〇〜23 分： 00-59 


I 時分を合わせる I 
OM0DE ボタンを巧し、"時分"を 
表します。 

©SELECT ボタンを巧します。 

陪"時"が点滅し、時分修正モードになり 
ます。 


"年月日"は"時分"に連動して変わります 
ので、"年月日"とともに"時分"をセット 
してください。 





©SET ボタンを巧して、点滅して 
いる数字を修正します。 

OSELECT ボタンを押すと、次の設 
定項目に移ります。 

陪年月曰修正モードの場合は"年"一"月" 
^"曰"の順に、時分修正モードの場 
合は"時"^‘分"の順に項目が移ります。 

©"日"あるいは"分"を合わせたら、 
SELECT ボタンを押してデート合 
わせを終了します。 

防時報に合わせたいときは、時分修正モー 
ドで"分" を合わせ、時報のゼ□砂時に 
SELECT ボタンを巧します。 


デート表示部ち上に"— " が表示さ 
れていると、選択したデートモードが 
写真に写し込まれます （" — " はプリ 
ントには写し込まれません)。 

* " --を選択すると、写真にデートは 

入りません。 


デート（年月曰/時分）は写真のち MODE ボタンを巧すと、デートモー 
下に写し込まれます。 ドを選択でさます。 

陪デートモードは図のよラに切り替わり 
ます。 


* 写し込まれたデート表示び背景によって 
は見えにくくなる場合びあります。 


M の下の数字び"月"表示です。 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして < ださい 

画面びぼんやりしている。 

① AF 窓をかくして撮影しませんでし 
たか。 

② 被写体のねらい方は適切でしたか。 

③ レンズびミちれていませんか。 

④ カメラのブレではありませんか。 

⑥近距離撮影時に ii モードで撮影し 
ていませんか。 

① AF 窓をかくさないようにしてカメラを正 
しく構えて撮影してください。 

② AF フレームでねらって撮影または AF □ッ 
ク撮影してください。 

③ レンズをきれいにしてください。 

④ カメラをしっかり構え、シャッターボタ 
ンを静かに押してください。ス□ーシャッ 
ター時は三脚を使用してください。 

⑤ ii モードし:^外で撮影してください。 

画面び暗い。 

① 暗いところでのフラッシュ撮影で、 
被写体び遠すざませんでしたか。 

② フラッシュ撮影時にフラッシュ発 
光部に指び掛かっていませんでし 
たか。 

③ 窓際などの逆光撮影ではありませ 
んか。 

① 規定のフラッシュ撮影範囲内で撮影してく 
ださい。 

② フラッシュ発光部に指を掛けないでくださ 
い。 

③ ちモードまたは 因 モードで撮影してくださ 
い。 

デート（年月曰/時分）び合っ 
ていない。 

♦電池を入れたとさ、もしくは電池 
交換時に修正しましたか。 

•電池を入れたとさ、ちしくは電池を交換 
したとさは、年月曰と時間を修正してく 
ださい。 

デートび写し込まれていない/ 
はっさり写らない。 

① デートモードを"- " にして 

撮影しませんでしたか。 

② デートの写る位置に、白•黄•だ 
いだい色などの明るいものびあり 
ませんでしたか。 

① "--じ(外のデートモードを選択して 

撮影してください。 

② デートの写る位置に、なるべく明るいも 
のびこないようにしてください。 


このよ5なとさは 


■操作中このようなときは… 


このよラなとさは 


シャッターび切れない。 


ここをチェック 


① " C 3" び点滅していませんか。 

② 電源は入った状態にセットされて 
いますか。 

③ フラッシュランプ（ホ）び点滅して 
いませんか。 

④ "£"び点滅していませんか。 


⑥"日"び点滅していませんか。 


こラして<ださい 


① 新しい電池に交換してください。 

② POWER ボタンを操作して、撮影可能な 

状態にセットしてください。 _ 

③ フラッシュ充電中です。フラッシュラン 
プび点滅から点巧に変わるまでお待ちく 
ださい（フラッシュ充電時間は約目秒)。 

④ 裏ぶたを開け、フィルムの状態を確認します。 
-撮影済みのフィルムび入っている場合に 

は、フィルムを取り出し、未使用のフィ 
ルムを正しく装てんしてください。 

-フィルムの先端び FILM TIP マークまで送 
られていない場合には、フィルムの先端を 
FILM TIP マークまで引さ出し、正しく装 
てんして < ださい。 

⑥フイルムを取り出して、未使用のフィル 
ムを正しく装てんしてください。 


準備編 



ストラップ取り付け部にストラップを通し、取り付けます。 


市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度をご確認の上、ご使用くだ 
さい。携帯電話、 PHS 用ストラップは軽量機器用ですので、ご使用の際は特にご注意く 
ださい。 


. デートモードの選択 


. 電池谷量のチ I ック 


2. 電池を入れます 


. ストラップを取り付けます 
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各部の名称 


《 r 準備編」が裏面にあります。 
まずはじめにお読みください。 


ズームレバー 


シャツターボタン 


<§>赤目軽減モードボタン 
みセルフタイマーボタン 
MODE 撮影モードボタン 


AE 受光窓 


AF (才ートフオーカス）窓 


液晶表示部 
POWER 電源ボタン 

Q：±l 途中卷さ戻しボタン 
•ファインダー窓 

フラッシュ発光部 

赤目軽減/ 
セルフタイマーランプ 

撮影レンズ/レンズカバー 


裏ぶた 


圧板- 



FILM TIP マーク 


ファインダー接眼部 
AF ランプ（緑） 

フラッシュランプ（ホ） 


裏ぶた開放つまみ 


ストラップ取り付け部 


〈液晶表示部〉 (すべての表示び現れている状態） 

セルフタイ7— 

フイルムマーク- 
低輝度自動発光- 
強制発光 


AUTO 


-電池容量警告 


广フイルムカウンター 


みの ss 夕 


発光停止- 


夜景ポートレート- 
(ス□ーシンク □) 

遠景- 


因 


-赤目軽減 


-夜景 


• 逆光補正 


〈ファインダーランプ〉 

※シャッターボタン半巧し時 



ランプの種類 

点灯 

点滅 

AF ランプ 
(緑） 

ピント合わせ 
完了 

ピントび合いま 
せん (撮影距離 
び近すざます)。 

フラッシュ 
ランプ（ホ） 

フラッシュ 
充電完了 

フラッシュ 
充電中 


見杰叫 



POWER ボタンを巧して電源を入 
れます。ちラー度押すと電源が切 
れます。 

電源を入れるとレンズカバーが開さ、 
液晶が表示されます。 


* 電源を入れたまま約3分間放置すると、電 
源は自動的に切れます。 


電源を入れるとさにレンズ部を指で押さ 
えないで < ださい。 


. フイルムを入れます 



が箱とパト□ーネ（フイルムの容器） 
に DX マークがある3已 mm フイルムを 
使用します。 


• DX マークのないフイルムは IS 01 00 
の感度にセツトされます。 

•フイルムの装てん•取り出しは、直射 
日光を避けて斤ってください。 



〇フイルム確認窓からフイルムが 
装てんされていないことを確認 
します。 

©裏ぶた開放つまみを動かします。 
©裏ぶたを開けます。 


* 撮影途中のフィルムび入っているとさは絶 
対に裏ぶたを開けないでください。フィル 
ムを取り出す場合は、「撮影途中でフィル 
ムを取り出すには」をご参照ください。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 


一♦カメラにフィルムが ♦ 一 
入っているときのご注意 

•撮影途中のフィルムが入っ 
ているとさは、絶対に裏ぶ 
たを開けないで < ださい。 
途中で裏ぶたを開けると、撮影 
済みのフィルムが感光してしま 
います。 

陪裏ぶたを開けると、フィルムカ 
ウンターは T’ にリセットされま 
す。 

万一裏ぶたを開けてしまった 

とさは、 

〇フィルムを取り出さず、そ 
のまま裏ぶたを閉めてくだ 
さい。 

©レンズ部を手で覆いながら 
数回シャッターを切り、未 
感光の部分までフィルムを 
送ります。 

©残りのコマは続けて撮影で 
さます。 

* 裏ぶたを開けるとフイルムカウンター 
び 1」 セットされるため、 正しいフィル 
ム撮影コマ数は表示されません。 


2 

義 

難 


i 

釋 

— FILM TIP マーク 


ド戸 



麵 





フイルムを入れます。 

陪カチッと音がするまでパト□ーネを押 
し入れます。 


電池を入れる前にフイルムを入れないで 
ください。 

* 新しいフイルムを入れた直後に電池交 
換すると、カメラびフイルムを認識し 
ない場合びあります。 


パト□ーネを押さえながら、フイ 
ルムの先端を FILM TIP マークまで 
引さ出し、スプールの上にのせま 
す。 

* フイルムび浮き上びらないように、パト 
□ーネの角度を調節してください。 

* フイルムの先端びスプールの上にのって 
いることを確認してください。 

* フイルムを長く引き出しすぎたときは、 
フイルムを一度取り出して、長さを調節 
してください。 


裏ぶたを閉めます。 

陪フィルムが自動的に1コマ目まで送ら 
れます。フィルムの装てんが完了する 
と、約5砂間" r と" 0" が表示され、 
その後電源が切れます。 


* フィルム確認窓を通して、装てんしたフィ 
ルムの種類、フィルム枚数、フィルム感度 
び確認でさます。 

電源を入れ、"!"と" 0" が表示され 
ていることを確認します。 


フイルムび正しく装てんされていないと、 
"£" び点滅します。撮影巧能なフイルム 
を正しく装てんしてください。 


撮影モードの選択 


応用編 



電源を入れ MODE ボタンを巧す 
と、撮影モードを選択でさます。 

陪 AUTO — ち一⑥一因一 ii 一回一因 
の順に切り替わります。 


選択でさる撮影モードは次のとお 
0です。 

(AUTO) 低輝度自動発光モード 
(ち） 強制発光モード 
(®) 発光停止モード 
(因）夜景ポートレート 

(ス□-シンク □) モード 
( 认 ） 遠景モード 
(因）逆光補正モード 
(因）夜景モード 


じ7ラッシュ撮影節囲 I 
フイルム感度によってフラッシュ 
光の届く範囲が異なります。暗い 
ところではフラッシュ撮影範囲に 
ミ主意して撮影してください。 


■フラッシュ撮影範囲 


フイルム感度 

広角 （3 己 mm ) 

望遠 （70 mm ) 

ISO 100 

0.8 〜ス已 

0.8 〜2.0 

ISO 400 

0.8 〜7.0 

0.8 〜3.已 

ISO 800 

0.8 〜10.0 

0.8 〜 5.0 

ISO 1600 

0.8 〜14.0 

0.8 〜7.0 


(カラーネガフィルム使用時単位： m ) 


AUTO お輝度自動発光モード 



固常の撮影に使用します。 


暗いところでは自動的にフラッシュ 
が発光します。 


ち強制発光モード 



「農際や木陰などの逆光撮影に使用します。1 

明るいところでもフラッシュが発 
光します。 


•選択した撮影モードは、撮影後ち保持 
されます。 

•電源を切ると AUTO モードになりま 
す。自動的に電源び切れた場合には、 
選択した撮影モードび保持されます。 



i 室内照明を利用しての撮影、舞台や室: 
!内競技などのフラッシュ光び届かない1 
度目離での撮影などに使用します。 


フラッシュの発光を停止します。 


* 暗いところで撮影するとさは、手ブレ防 
止のため云脚の使用をおすすめします。 


-さあいぶいよ撮影です ^ 


E 

-AF (才ートフォーカス）□ック撮影 ^ 


1 

己.フイルムを取り出します/撮影途中でフイルムを取り出しまず 



電源を入れ両脇を締め、カメラを 
両手でしっかり構えます。 

縦位置撮影ではフラッシュ発光部が上 
にくるように構えます。 


* レンズやフラッシュ発光部 、 AF • AE 窓に、 
指やストラップび掛からないようにして 
ください。 

大切な撮影（結婚式や海外旅行、業務用途など）の前には試し撮りをして、カメラび正常 
に機能することを確認してください。 



廠写体を大さく写したいとさ(望遠) I 

ズームレノ の指標が 並 を指すち 
向にズームレバーを動かします。 

I 広い範囲を写したいとさ(広角の 

ズームレノ（一の指標が画を指すち 
向にズームレノ（一を動かします。 

* 撮影でさる範囲は、 0.8 m 〜〇〇です。 



1 

二…‘.- 々一 

卜^ 


—カス）フレーム J 


AF フレーム全体を被写体が満たす 
よラにねらいます。 



シャッターボタンを半巧しします。 

陪 AF ランプ（緑)、フラッシュランプ（ホ） 
が点打すれば、撮影準備完了です。 

* 被写体に 80 cm より近づくと、 AF ランプ 
(緑）び点滅し、ピントび合わないことを 
警告します。さらに約已 0 cm より近づく 
と、 AF ランプは点巧することびあります 
び、ピントは合いません。 

* フラッシュランプ（ホ）点滅時は、フラッ 
シュ充電中のためシャッターは切れませ 
ん。点滅から点灯に変わるまでお待ちく 
ださい。 



シャッターを切ります。 

陪フイルムが次のコマまで送られます。 
陪フイルムカウンターの数字は撮影のた 
びに1コマずつ増えていさます。 


|— ♦ AF の苦手な被写体について ♦ - 

次のよラな場合、まれにピントび合わないことびあります。このよ 
うなとさは、 AF □ック撮影、遠景モード撮影を行ってください。 

• 被写体の近くに太陽などの明るい光源や反射光（車のフ□ントガラ 
ス、波の反射など）びある場合 
• 画面の中央部付近に鏡、金属面などの反射面びある場合 
• 髪の毛など黒< て光を反射しに < い被写体の場合 
• 炎や煙などのよラに実体のないをのの場合 
• ガラス越しの撮影の場合 




施ミ i 如がちが姑..如、:， 






このような構図では AF フレームが 
被写体（この場合は人物）から外れ 
ています。このままでは被写体に 
ピントが合いません。 


AF フレームに被写体が入るよラに 
カメラを動かします。 


そのままシャッターボタンを半巧 
し （AF □ック）します。 

陪 AF ランプ(緑)、フラッシュランプ(ホ） 
が点打すれば、撮影準備完了です。 


シャツターボタンを半巧し （AF □ツ 
ク）したまま最初の構図に戻して、 
シャッターを切ります。 


* AF □ック操作は、シャツターを切る前な 
ら何回でちやり直せます。 



撮影距離が約 Im より近い場创ま、上図のに]範囲が写ります。撮りた 
いらのがに]の範囲内に収まるように構図を決めます。 



近距離撮影では、ファインダー窓から見える範囲と写る範囲にズレび生じます（ファ 
インタ'一窓と撮影レンズの位置び違ラため)。近距離補正マークは、ファインダー窓か 
ら見える範囲と実際に写る範囲の目安になります。 




〔フイルムを取り出すには 


最後の1コマを撮り終わると、フイ 
ルムが自動的に卷さ戻されます。 

陪=巻き戻しが完了すると、約已砂間"日" 
と" 0" が点滅し、その後電源が切れ 
ます。 


必ずモーターび止まり"日"と" 0" び点滅 
していることを確認してください。"日"と 
0び点滅する前に裏ぶたを開けようと 
すると、次のよラな恐れびありますのでご 
注意ください。 

•フイルムび感光する。 

•そのまま裏ぶたを閉めてちフイルムび 
再セツトされてしまラ。 


* 規定枚数!;>(上撮影でさる場合びあります 
び、最後のコマはプリントされないこと 
びあります。 


〇裏ぶた開放つまみを動かします。 
©裏ぶたを開けます。 

©フイルムを取り出します。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 



〔撮影途中でフイルムを取り出すには 



Q±i ボタンを巧します。 

巻き戻しが完了すると、約已砂間"日" 
と "0" び点滅し、その後電源が切れ 
ます。 


モーターが止まり"日"と" 0" が点 
滅していることを確認してからフイ 
ルムを取り出してください。 


巻き戻したフイルムは再撮影できません。撮影途中でフイルムを現像に出したいとき!;^ 
かは、ボタンを押さないでください。 


區用編 


赤目軽減撮影 


;!画讀 


际目現象を軽減します。_ ] 

電源を入れ 巧） ボタンを押して、 
"の >" を表示します。 



構図を決めて、シャッターボタン 
を巧します。 

約1砂間赤目軽減ランプが点打した 
後、フラッシュが発光します。 


* ⑥モード、认モード、团モードでは、 
赤目軽減モードを選択でさません。 


赤目軽減モードは、撮影後、電源を切つ 
たとさ、自動的に電源び切れた場合にち 
保持されます。 


シャッターボタンを巧してからフラッシュ 
び発光するまでカメラを動かさないでく 
ださい。 


-♦ッち見擔し一)し、〔夺- 

人物を暗いところでフラッシュ撮影した場合、目びホく写ることびあ 
ります。これは、フラッシュの光び目の中で反射することにより起こ 
る現象です。ホ目を起こりにくくするためには、ホ目軽減モードを使 
用すると共に、 

•撮られる人にカメラのちに視線を向けてをらラ 
• なるべく近づいて撮影する 

などするとより効果的です。 


因夜景ポ-トレ-卜(ス □- シンク □) モ-ド 



夜景と被写体を両方されいに撮りたい 
とさに使用します。 


ス□—シヤツターのフラッシュ撮 
影になります。 


ス □ー シャッターになりますので、手ブ 
レ防止のため必ず兰脚を使用してくださ 
い。また、撮影中は被写体び動かないよ 
ラにしてください。 


ii 遠景モード 



風景をきれいに撮りたいときや、ガラ 
ス越しの遠景や遠い夜景の撮影などに 
使用します。 


ピントが遠方にセツトされます。 
フラッシュは発光しません。 


* 暗いところで撮影するとさは、手ブレ防 
止のため云脚の使用をおすすめします。 


回逆光補正モード 


逆光補正なし 逆光補正使用 


盲山や砂浜などの逆光撮影で使用します。1 

フラッシュの発光が停止し、+1.己 EV 
露出補正して撮影します。全体が 
明るめになり、被写体を自然な陰 
影*色で撮影でさます。 


因夜景モード 



を景をきれいに撮りたし化きに使用します。] 


ス□ーシャッターになります。フ 
ラッシュは発光しません。 


内に被写体びある場合にはフラッシュ 
び発光し、夜景ポートレートモードと同 
じ写真になります。 

ス□-シヤツターになりますので、手ブレ 
防止のため必ず兰脚を使用してください。 




応用編 


セルフタイマー撮影 



電源を入れのボタンを巧して、"の" 
を表します。 

* セルフタイマーモードでは、撮影モード 
を選択巧能です。 


•セルフタイマーモードは、撮影後また 
は電源を切ると解除されます。自動的 
に電源び切れた場合には保持されます。 

•スタートしたセルフタイマーを停止し 
たいときは、のボタンを押してくださ 
し、セルフタイマーモードを解除した 
いときは、再度のボタンを押してくだ 
さい。 


構図を決めて、シャッターボタン 
を巧します。 

腹" AF フレーム内に見えるちのにピント 
が合い、セルフタイマーランプが約7 
秒間点打した後点滅に変わり、約3秒 
後にシャッターが切れます。 


* AF □ツク撮影も巧能です。 

カメラの前に立ってシャツターボタンを 
押さないでください。ピンボケや露光不 
良になることびあります。 










































































































































































































































































































































































































































